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早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程を 2012 年 3 月に退学した坂東洋行氏は、
早稲田大学学位規則第 7 条 1 項にもとづき、2013 年 10 月 26 日、その論文『金融・資本市
場規制の比較法研究―わが国における金融資本市場規制・監督機構の将来像』を早稲田大
学大学院法学研究科に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の学位を申請した。後記の委員
は、上記研究科の委嘱を受けこの論文を審査してきたが、2014 年 2 月 12 日、審査を終了し
たので、ここにその結果を報告する。 
 
Ⅰ  本論文の意図と構成・内容 
 
1 本論文の意図 







































































































































時の議論で日本版 SEC 等の 3 条委員会を望む声も強かったが、大蔵省の外局となる 8 条
































    



































した。業者規制や行為規制を、FSA から名称変更した FCA に所管させた。英国は労働党が
構築した一元的監督者である FSA による市場監視体制を廃止し、プルーデンス規制と行為
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